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平成29年6月10日（土）午後1時

品川プリンスホテル アネックスタワー5F

芝浦工業大学校友会
全国総会懇親会

平成29年度

創立 90 周年記念
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プ　ロ　グ　ラ　ム

【全国支部連絡会】

開 会 挨 拶
司 会

【定期総会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「議事」

【幹事会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「審議事項」

　「報告事項」

【懇親会】

司 　会
開 会 挨 拶
校 友 会 会 長 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
功 労 者 表 彰
優 秀 学 生 団 体 表 彰
乾 杯
歓 談 ・ 会 食
ア ト ラ ク シ ョ ン

抽 選 会
校 歌 斉 唱
閉 会 挨 拶

    

鈴　見　健　夫
林　田　和　雄

長谷川　健　嗣
鈴　見　健　夫

鈴　見　健　夫

大　丸　征　史
鈴　見　健　夫
五十嵐　久　也
村　上　雅　人
齊　藤　光　法
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
林　田　和　雄

野　口　博　文
畠　中　總一郎

実 行 委 員 長

校 友 会 会 長

（学法）芝浦工業大学理事長

芝浦工業大学学長

後 援 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 副 会 長

校 友 会 副 会 長

会 長

副 会 長

常 任 幹 事

仮議長（会長）

仮議長（会長）

　

１．平成 28年度　事業報告 ５．平成 29 年度　予算案
２．平成 28年度　会計報告 ６．会則一部変更について　　
３．平成 28年度　監査報告 ７．幹事選出の件　　
４．平成 29年度　事業計画案　 ８．選挙管理委員選任について　

１．常任幹事選出の件　　　　　

今　陽子ショー　（元ピンキーとキラーズ）

（実行委員　長谷川　健嗣）

軽音楽部
　カレッジ･ソサエティ･ジャズ･オーケストラ
一般社団法人　江戸消防記念会（木遣り）
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平成28年度　事業報告

「運営」
1. 本部と支部及び会員の関係強化の為、支部総

　 会に積極的に参加した

2. 支部活性化のため、本部役員が重点を絞り参

　 加した

3. 新支部の立ち上げを積極的に図り、尚且つ67

　 支部に対し助成した

4. 母校支援事業として教育事業後援資金を提供

　 した

5. 母校主催の「新年賀詞交歓会」･「ホームカミ

　 ングデー」に協賛した

6. 在学生主催「芝浦祭」「大宮祭」へ支援した。

　 平成28年11月4日～6日豊洲校舎にて開催

7. 資格取得講座の紹介業務を推進した

8. 平成28年度の新入生及び学部卒業生全員に記

　 念品を贈呈した

9. 母校主催の父母懇談会に支部役員及び本部役

　 員が参加協力した　全国11会場にて開催

10. 母校学生団体への資金協力をした

11. 箱根駅伝出場に向けての支援を行った

12. 校友のための.実学サロンを5回実施した

13. 在校生就職支援委員会を7回開催　企業へ学

　  生を紹介。

「会議及び委員会」
＊定期総会（全国総会）   平成28年6月11日（土）

   ホテルイースト21  午後1時00分～午後1時55分

＊幹 事 会    平成28年6月11日（土）

  ホテルイースト21  午後2時00分～午後2時10分

＊懇 親 会   平成28年6月11日（土） 約700名参加

   ホテルイースト21  午後2時30分～午後5時30分

＊新年賀詞交歓会   平成29年1月20日（金）

   芝浦校舎　8階801、802大講義室　約180名参加

＊常任幹事会

　○第1回　  7月20日　○第2回　 12月  8日　

　○第3回　  3月23日　○第4回　   5月24日   

＊全国支部連絡会（旧：全国支部長会議）

　○第14回　6月11日  

＊執行役員会（年間13回）　

　・今任期中の新規事業内容立案

　・幹事会及び常任幹事会が審議・決定する基

　　本的な運営方針と重要事項の事前審議

　・全国支部連絡会の企画・運営

　・幹事会及び常任幹事会に於いて決定した基

　　本方針を個別化し具体的に業務を執行し、

　　各業務間の調整を行う

＊総務・広報委員会（年間８回）

　・大学との連携によるインターンシップの充実

　・実学サロンの企画運営

　・校友会だより発行

＊財務委員会（年間2回開催）

　・基本財産及び流動資産の整理、統合、管理

　　の徹底　　

　・予算書、決算書作成　　

＊組織委員会（年間11回開催）

　・校友会 会員名簿発行へ向けての打合せ

　・休眠支部・新支部立ち上げの推進

　・支部総会への参加　

　・外国支部の立ち上げ　

　・新規事業内容の検討

＊事業委員会（年間10回開催）

　・全国総会・懇親会及び新年賀詞交歓会の企

　　画・運営

　・資格取得講座への紹介業務拡大（収益事業

　　として）

　・校友倶楽部の充実

＊例規委員会（年間5回開催）

　・会則、規則の見直し・制定

＊特別委員会（年間4回開催）

　・箱根駅伝出場に向けての支援準備

　・課外活動優秀クラブ・学生への支援

＊在校生就職支援委員会（年間７回開催）

　・キャリアサポート課と綿密な打ち合わせ

　・卒業生企業訪問会の企画

＊監査役会（年間3回開催）

　・業務監査　　・会計監査　

　・外部公認会計士との話し合い

＊選挙管理委員会（年間4回開催）

　・幹事候補者の選出　・常任幹事候補者の選

　　出　・支部選出幹事の確認

＊支部総会開催（平成28年4月～平成29年3月）

　　※支部総会開催リスト参照
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開催支部　合計 67支部 　参加者数　合計1713

4月  9日

4月16日

4月22日

5月22日

5月28日

5月28日

5月28日

5月28日

6月  4日

6月15日

6月17日

6月17日

6月18日

6月18日

6月18日

6月23日

6月25日

7月   1日

7月   2日

7月   2日

7月   2日

7月   9日

7月   9日

7月   9日

7月   9日

7月15日

7月16日

7月22日

7月29日

7月30日

7月30日

8月27日

8月27日

9月   3日

9月   5日

9月   7日

高 知

香 川

清水建設芝浦会

神奈川･湘南地区（分会）

福 島

北 海 道

愛 媛

MOT 同 窓 会

芝 浦 技 術 士 会

沖 縄

竹 中 芝 浦 会

石 川

福 岡

徳 島

二部ワンダーフォーゲル OB 会

宮 城

岩 手

秋 田

鹿 児 島

静 岡 県 同 窓 会

鳥 取

富 山

柔 道 部 OB 会

愛 知

スキー部 OB 会

川 崎 市 役 所

岐 阜

多 摩

鹿 芝 会

福 井

TBT（鳥人間）OB･OG 同好会

ヨット部 OB 会

ソフトテニス部 OB 会

神 奈 川

住 芝 会

熊 本

高 知

高 松

浜 松 町

藤 沢

郡 山

札 幌

松 山

芝 浦

芝 浦

那 覇

芝 浦

金 沢

福 岡

徳 島

芝 浦

仙 台

盛 岡

秋 田

鹿 児 島

静 岡

鳥 取

富 山

芝 浦

愛 知

北 海 道

川 崎

岐 阜

芝 浦

芝 浦

福 井

滋 賀

藤 沢

福 島

横 浜

三 田

熊 本

23

27

35

14

52

21

23

25

15

29

26

22

33

21

31

10

23

17

27

20

27

44

32

21

20

23

22

16

14

50

26

26

80

10

16

平成28年度支部総会開催

開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 
参加
人数 開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 

参加
人数

9月10日

9月16日

10月  2日

10月15日

10月16日

10月22日

10月22日

10月22日

10月22日

11月  5日

11月  5日

11月  5日

11月  5日

11月11日

11月12日

11月18日

11月18日

11月19日

11月26日

11月26日

12月  3日

12月  3日

12月  4日

12月10日

12月19日

1月14日

1月28日

2月  4日

2月25日

2月25日

2月25日

2月25日

3月  4日

3月  7日

3月27日

機械工学科同窓会

広島・備後地区（分会）

岡 山

大 分

三 重

新 潟

埼 玉

佐 賀

青 森

山 口

栃 木

英 交 会

鳥取･東部地区（分会）

東 京 総 支 部

島 根

広 島

関 西

ハンドボール部 OB 会

茨 城

長 崎

宮 崎

黒 潮 会

硬式野球部 OB 会

山形・米沢地区（分会）

シ ン ガ ポ ー ル

上 海

長 野

鳥取･中部地区（分会）

よ ろ く 会

錬 心 会

山 形

千 葉 県

群 馬

三 芝 会

奥 村 組

52

20

21

12

31

41

22

18

27

17

20

68

9

56

52

35

60

4

20

12

20

15

10

38

19

19

17

22

35

豊 洲

福 山

岡 山

大 分

伊 勢

新 潟

大 宮

佐 賀

青 森

山 口

宇 都 宮

芝 浦

鳥 取

豊 洲

松 江

広 島

大 阪

芝 浦

水 戸

長 崎

宮 崎

港 区

芝 浦

米 沢

シンガポール

上 海

長 野

倉 吉

芝 浦

港 区

山 形

千 葉

高 崎

芝 浦

港 区
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平成 28年度　収支計算書
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     　決算額         増　減
《事業活動収支の部》 
　【事業活動収入】
　　基本財産運用収入
　　・基本財産利息収入
　　会費収入
　　・正会員収入
　　　　終身会費収入（ａ）
　　　　終身会費収入（ｂ）
　　　　年会費収入
　　・臨時会費収入
　　　　全国総会会費収入
　　　　新年交歓会会費収入
　　事業収入
　　・名簿作成収入
　　・全国総会収入
　　・新年交歓会収入
　　・校友会だより広告収入
　　・その他の事業収入
　　・ＣＤ販売収入
　　・資格取得サービス収入
　　・校友倶楽部収入
　　寄付金収入
       雑収入
　　・受取利息
　　・雑収入
　　事業活動収入計
　【事業活動支出】
　　事業費支出
　　・全国総会懇親会支出
　　・支部協力助成金支出
　　・会誌発行費支出
　　・名簿支出
　　・教育事業後援費支出
　　・校友倶楽部支出
　　・代理徴収返還金支出
　　・その他の事業費支出
　　管理費支出
　　・会務運営費支出
　　・会議会合費支出
　　・管理費内予備費支出
　　事業活動支出計
　　事業活動収支差額
《投資活動収支の部》 
　【投資活動収入】
　　・基本財産取崩収入
　　・保証金・敷金回収収入
　  投資活動収入計
　【投資活動支出】
　　・基本財産組入支出
　　・什器備品取得支出
　　投資活動支出計
　　投資活動収支差額
《財務活動収支の部》 
　【財務活動収入】
　  　財務活動収入計
　【財務活動支出】
　  　財務活動支出計
　  　財務活動収支差額
当期収支差額
 
前期繰越収支差額 
次期繰越収支差額 

0
0

74,700,000
70,400,000

0
70,400,000

0
4,300,000
4,000,000
300,000

14,720,000
1,400,000
300,000
2,000,000
3,400,000
150,000
20,000
300,000
7,150,000

0
300,000

0
300,000

89,720,000

81,886,000
8,700,000
10,200,000
2,200,000
21,376,000
24,180,000
8,220,000
1,000,000
6,010,000
19,110,000
15,050,000
4,060,000

0
100,996,000
-11,276,000

21,276,000
0

21,276,000

10,000,000
0

10,000,000
11,276,000

0

0
0
0

98,643,896
98,643,896

9,780
9,780

74,346,000
70,406,000

0
70,400,000

6,000
3,940,000
3,561,000
379,000

19,857,798
5,550,550
1,280,000
300,000
2,319,892
1,107,540
4,000

138,240
9,157,576
11,000
317,024
524

316,500
94,541,602

58,451,706
10,267,091
8,616,465
1,412,393
7,553,661
14,136,043
10,739,623
840,000
4,886,430
21,083,377
16,687,980
4,395,397

0
79,535,083
15,006,519

7,656
0

7,656

9,780
0

9,780
-2,124

0

0
0

15,004,395

98,643,896
113,648,291

-9,780
-9,780
354,000
-6,000

0
0

-6,000
360,000
439,000
-79,000

-5,137,798
-4,150,550
-980,000
1,700,000
1,080,108
-957,540
16,000
161,760

-2,007,576
-11,000
-17,024
-524

-16,500
-4,821,602

23,434,294
-1,567,091
1,583,535
787,607

13,822,339
10,043,957
-2,519,623
160,000
1,123,570
-1,973,377
-1,637,980
-335,397

0
21,460,917
-26,282,519

21,268,344
0

21,268,344

9,990,220
0

9,990,220
11,278,124

0

0
0

-15,004,395

0
-15,004,395

中科目　　　 大科目
一般正味財産増減の部

１、経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用収入

　基本財産利息収入

会費収入

　正会員会費収入

　臨時会費収入

事業収入

　名簿作成収益

　全国総会収益

　校友会だより広告収入

　新年交歓会収益

　その他の事業収益

　CD販売収益

　資格取得サービス収益

　校友倶楽部収益

寄付金収入

雑収入

　受取利息

　雑収益

経常収益計 

（2）経常費用

事業費

　全国総会懇親会費用

　支部協力助成金

　会誌発行費

　名簿費

　教育事業後援費

　校友倶楽部費用

　代理徴収返還金

　その他の事業費

管理費

　会務運営費

　会議会合費

　減価償却費

経常費用計 

当期経常増減額

２、経常外増減の部

（1）経常外収益

（2）経常外費用

当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

9,780

70,406,000

3,940,000

5,550,550

1,280,000

2,319,892

300,000

1,107,540

4,000

138,240

9,157,576

524

316,500

10,267,091

8,616,465

1,412,393

7,553,661

14,136,043

10,739,623

840,000

4,886,430

16,687,980

4,395,397

808,827

9,780

74,346,000

19,857,798

11,000 

317,024

94,541,602

58,451,706

21,892,204

80,343,910

14,197,692

0

0

0

14,197,692

311,577,764

325,775,456

0

0

0

325,775,456

平成 28年度　正味財産増減計算書
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（単位：円）

科　　　目
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平成 28年度　財産目録
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（単位：円）

平成 28 年度　貸借対照表
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（単位：円）

平成 28 年度　監査報告

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産

　　（1）現金預金

　　（2）仮払金

　　（3）立替金

　　（4）前払費用

　　流動資産合計

　２.固定資産

　　（1）基本財産

　　      　預金･投資有価証券

      （2）その他の固定資産

　　固定資産合計

　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

　　（1）未払金

　　（2）前受金

　　（3）預り金

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ正味財産の部

　指定正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　一般正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　正味財産合計

　負債及び正味財産合計

114,177,070

0

482,571

23,080

202,289,531

9,837,634

744,900

240,000

49,530

114,682,721

212,127,165

1,034,430

326,809,886

1,034,430

0

《0》

《0》

325,775,456

《0》

《0》

325,775,456

326,809,886

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産　

（1）現金預金等

　　①現金手許保有高

　　②普通預金

　　　みずほ銀行浜松町支店

　　　みずほ銀行芝支店

　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（会費口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（一般口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（総会口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（寄付口）

　　③郵便貯金

　　　郵便振替

（2）仮払金

（3）立替金

（4）前払費用

　　　流動資産合計

　２.固定資産

（1）基本財産

　　①基本財産（預金・国債）

         みずほ銀行浜松町支店（定期）

          みずほ銀行芝支店（定期）

          三井住友銀行三田通支店（普通）

          三井住友銀行三田通支店（定期）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（普通）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（定期）

           三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（定期）

          りそな銀行田町支店（普通）

          りそな銀行田町支店（定期）

          郵便貯金（普通）

          国　債

（2）その他の固定資産

　　①建物設備

　　②什器備品

　　③投資有価証券（㈱エスアイテック株式）

　　　　固定資産合計

　　　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

 （１）未払金

 （２）前受金

 （３）預り金

　　　　流動負債合計

　　　　負債合計

　　　　正味財産合計

114,177,070

1,071,726

103,240,713

97,736,154

1,997,376

1,002,046

2,495,127

10,007

3

9,864,631

0

9,864,631

0

482,571

23,080

202,289,531

202,289,531

10,074,346

10,120,259

20,026,788

10,109,601

48,229,620

10,109,601

10,124,484

42,053,192

10,110,163

31,331,477

0

9,837,634

7,837,633

1

2,000,000

744,900

240,000

49,530

114,682,721

212,127,165

1,034,430

326,809,886

1,034,430

325,775,456
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平成 29年度　事業計画（案） 平成 29年度　収支予算書（案）
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     前年度決算額     増　減
《事業活動収支の部》 

0
0

74,340,000
68,040,000

0
68,040,000

0
6,300,000
6,000,000
300,000

16,620,000
2,000,000
300,000
3,500,000
1,000,000
1,500,000
20,000
300,000
8,000,000

0
300,000

0
300,000

91,260,000

84,417,823
17,600,000
9,250,000
1,500,000
12,987,823
27,295,000
5,650,000
9,135,000
1,000,000
20,200,000
16,100,000
4,100,000

0
104,617,823
-13,357,823

19,741,484
0

19,741,484

20,000,000
0

20,000,000
-258,516

0

0
0

-13,616,339
113,648,291
100,031,952

9,780
9,780

74,346,000
70,406,000

0
70,400,000

6,000
3,940,000
3,561,000
379,000

19,857,798
1,280,000
300,000
2,319,892
1,107,540
5,550,550
4,000

138,240
9,157,576
11,000
317,024
524

316,500
94,541,602

58,451,706
10,267,091
8,616,465
1,412,393
7,553,661
14,136,043
4,886,430
10,739,623
840,000

21,083,377
16,687,980
4,395,397

0
79,535,083
15,006,519

7,656
0

7,656

9,780
0

9,780
-2,124

0

0
0

15,004,395
98,643,896
113,648,291

-9,780
-9,780
-6,000

-2,366,000
0

-2,360,000
-6,000

2,360,000
2,439,000
-79,000

-3,237,798
720,000

0
1,180,108
-107,540
-4,050,550
16,000
161,760

-1,157,576
-11,000
-17,024
-524

-16,500
-3,281,602

25,966,117
7,332,909
633,535
87,607

5,434,162
13,158,957
763,570

-1,604,623
160,000
-883,377
-587,980
-295,397

0
25,082,740
-28,364,342

19,733,828
0

19,733,828

19,990,220
0

19,990,220
-256,392

0

0
0

-28,620,734
15,004,395
-13,616,339

「主要計画」

１、　全国総会・懇親会の開催

２、　本部と支部の連携強化と支部への多面的支援

　　  を図る

    　 ・全国型大学を目指し推薦高校への支部からの

　　　支援活動を図る

    　 ・大学のグローバル化に対応し海外支部による

　　　留学生、インターンシップの斡旋等を支援する

    　 ・支部連絡会の開催

    　 ・幹事会の開催

    　 ・各支部への助成及び支部旗作成

    　 ・支部功労者表彰制度の運営

３、　健全な財務を育成する為の策定推進を図る

    　 ・財産管理の徹底

４、　各委員会を充実し、機能の拡大及び積極的活動

　　  の強化を図る

５、　母校及び在学生に対し支援活動を図る

    　 ・校友による実学サロンの開催

    　 ・新入生及び新卒業生への記念品贈呈

    　 ・箱根駅伝出場に向けての支援

    　 ・学生団体への資金協力

    　 ・ホームカミングデーの協賛

    　 ・その他大学行事への支援

　　　 在学生のための就職支援強化（在校生就職支

　　　 援委員会）

    　 ・卒業生企業役員による在校生への面接指導の

　　　支援

６、　新幹事と新常任幹事の発掘

７、　卒業生評議員の選考と大学への推薦

８、　校友会と後援会の連携・強化を図る

    　 ・後援会との交流　

    　 ・父母懇談会への参加協力　

９、　校友倶楽部の運営

１０、収益事業の促進

    　 ・資格取得講座への紹介業務の運営

    　 ・校歌ＣＤの販売

    　 ・会員名簿の販売

    　 ・新規収益事業の開拓

 【事業活動収入】

 　基本財産運用収入

 　・基本財産利息収入
 　会費収入
 　・正会員収入
 　　　終身会費収入（ａ）
 　　　終身会費収入（ｂ）
 　　　年会費収入
 　・臨時会費収入
 　　　全国総会会費収入
 　　　新年交歓会会費収入
 　事業収入
 　・全国総会収入
 　・新年交歓会収入
 　・校友会だより広告収入
 　・その他の事業収入
 　・名簿作成収入
 　・ＣＤ販売収入
 　・資格取得サービス収入
 　・校友倶楽部収入
 　寄付金収入

 　雑収入

 　・受取利息
 　・雑収入
 　事業活動収入計
 【事業活動支出】

 　事業費支出

 　・全国総会懇親会支出
 　・支部協力助成金支出
 　・会誌発行費支出
 　・名簿支出
 　・教育事業後援費支出
 　・その他の事業費支出
 　・校友倶楽部支出
 　・代理徴収返還金支出
 　管理費支出
 　・会務運営費支出
 　・会議会合費支出
 　・管理費内予備費支出
 　事業活動支出計
 　事業活動収支差額

　　　   《投資活動収支の部》 

 【投資活動収入】

 　・基本財産取崩収入
 　・保証金・敷金回収収入
   投資活動収入計
 【投資活動支出】

 　・基本財産組入支出
 　・什器備品取得支出
 　投資活動支出計

 　投資活動収支差額

　　　   《財務活動収支の部》 

 【財務活動収入】

 　 財務活動収入計

 【財務活動支出】

 　 財務活動支出計

 　 財務活動収支差額

　　　   当期収支差額

　　　   前期繰越収支差額 

　　　   次期繰越収支差額 



北海道支部

芝浦技術士
会支部
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平成28年度　校友会功労者表彰

　平川憲甫氏は福島支部設立に多大なるご尽力をいただ
き、初代支部長として（平成8年～平成14年）の6年間に
亘り務められました。設立時には福島支部規約、支部だ
より等を作成し、福島支部の発展等に大いに貢献されま
した。当支部の生みの親ともいえる方です。よって平川
氏を校友会功労表彰者として推薦いたします。

　植田さんは支部長、副支部長を歴任して頂き、先頭に
たって支部の発展に貢献して頂きました。
　特に支部長は急遽就任を依頼したにも関わらず、快く
引き受けて頂き、役員、幹事をうまくまとめ、支部運営
をして頂きました。
　温厚で気配り上手な人柄から、後輩である私はいつも
頼りにさせて頂いています。
　趣味である写真は、各地に赴き風景など撮影され、支
部だよりで何度も使用させて頂いています。プロ並みの
機材をお持ちであることから、支部総会・懇親会での集
合写真の撮影をお願いしており、さらに撮影した写真を
希望者には自宅への郵送までして下さいます。
　また、札幌で開催している、ロボットセミナーでも集
合写真と、作品と一緒に参加者全員を個別に撮影し、参
加者（小中学生）全員へ送付しています。（参加したお
子さんにとっても大変よい記念の写真となっていま
す。）
このように、支部役員としてだけではなく、現在も多く
の校友会活動にご協力いただいている、植田さんを推薦
します。

　2008年3月の芝浦技術士会設立に参画し、以後2016年6
月までの8年3ヶ月にわたり、会長職を務める。
　本学卒業生も含む技術士試験受験者を支援するため
に、芝浦工業大学公開講座において、「技術士試験対策
講座」を推進、指導してきた。

  おおはら　たけみつ

大原　武光
（78歳）

うえだ　としみつ

植田　俊光
（79歳）

昭和32年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

昭和39年
芝浦工業大学
工学部建築学科

昭和37年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

福島支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

ひらかわ　のりとし

平川　憲甫
（80歳）
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　平成17年に校友会事務局長に就任し、翌年の東京総支
部設立にあたり本部内の調整に尽力し東京総支部の立ち
上げに貢献した。
　その後平成23年に退任するまでの6年間、本部事務局長
と東京総支部事務局長を兼務され校友会の発展に寄与し
た功績は称賛に値します。
　退任後も東京総支部の幹事として会合に出席されアド
バイザーとして活躍されております。
　以上の実績から功労者として申し分がなく推薦致した
くお願いいたします。

　平塚前支部長は、昭和52年（1977年）の愛知支部発足
から支部活動に関わり、10年間副支部長を歴任され、平
成24年（2012年）に第6代目の愛知支部長に就任された。
　平成28年（2016年）までの4年間、支部長として氏の明
るい性格を発揮され支部の活性化に向けて精力的に尽力
された。
　特筆すべき功績としては、「後援会東海支部」と「校
友会愛知支部」の協力体制の整備が挙げられる。
　「少年少女ロボットセミナー」「校友会愛知支部総
会」「父母懇談会」「春・秋の校友会愛知支部ゴルフコ
ンペ」等々の行事では、相互に助け合いのもとで行事を
展開している。
　昨近では、これが定着化して誠に好ましい関係を保っ
ている。
　これらを踏まえて、是非功労者表彰をお願いしたい。

　藤林祐二前支部長は、昭和41年㈱冨士工に入社後も大
学剣道部の監督・OB会長を20数年歴任し、後輩の育成や
就職のサポートをして参りました。平成22年に剣道部創
部50周年式典を開催致しましたがその式典には、鈴見会
長並びに加藤元副会長もご参列願いました。
　鈴見会長からの支部設立に対するお勧めに同調し、剣
道部OB錬心会支部創立に際しては、精力的にご尽力をさ
れました。
　支部創立後2期6年間支部長を務められましたが、この
間、両付属中高校剣道部員を招待して、年3回のOB現役
合同剣道稽古会を発案し、現在も稽古会を継続しており
ます。又毎年、全国総会準備委員会へ支部から5名の会員
を参加させ、又本部役員も支部会員を選出し、校友会本
部への協力体制も確立されました。大学・校友会に対す
る協力は顕著であり、校友会の発展への功績も絶大であ
り、ここに推挙するものであります。

  くもしかり　くにゆき

雲然　國幸
（75 歳）

ひらつか　ひでお

平塚　秀雄
（75 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部機械工学
第二学科

昭和40年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

東京総支部

愛知支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

ふじばやし　ゆうじ

藤林　祐二
（73 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部建築学科

剣道部OB
錬心会支部
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　鳥取支部長富本哲郎氏は、昭和40年芝浦工業大学電気
工学科卒業後、公立学校の教育を38年間務められた後、
平成15年より21年まで、就業、就職支援員として、若者
の社会参加・就業支援を行ってこられました。
　その間、平成17年より校友会鳥取支部設立準備を自ら
中心となりすすめられ、翌平成18年には、校友会鳥取支
部設立総会兼第一回支部総会を開催し、同時に支部長に
推されて就任されました。その後も校友会鳥取支部長と
して、支部の運営・継続並びに会員の増強に熱心に先導
され続け、平成29年には第十二回の総会を迎える事とな
ります。
　平成21年には校友会中国ブロック会議開催と共に、平
成23年から事務局長に就任され、校友会中国ブロック各
県校友会との交流も積極的に進められています。また、
対外的な活動についても、平成27年、28年、29年（予
定）の「少年少女ロボットセミナー」開催や、関連した
　イベント「わくわくロボットランドin境港夢みなとタ
ワー」参加などを主体的に進められ、これらは積極的な
広報活動の要因となっています。
　さらに、就業・就職支援員のご経験を生かして、芝浦
工業大学OBや新卒者の就職支援も行われ、顕著な成果を
上げられています。
　芝浦工業大学卒業生が少数である鳥取県で、設立から
現在まで支部長として、校友会鳥取支部の発展等に大き
く貢献され、対外的な活動についても主体的に尽力され
多大な効果を上げるなど、氏の功績は非常に大きいと考
えられ、校友会功労者表彰の受賞者として、強く推薦し
ます。

　吉野巌氏は永年に亘り機械工学科同窓会支部の事務局
長を務め、会員6,000名におよぶ機械工学科同窓会支部の
運営、並びに発展に貢献しました。
また、支部を代表して校友会顧問を務め、校友会の発展
にも尽力しています。
　よって、機械工学科同窓会支部より吉野氏を校友会功
労者として推薦します。

よしの　いわお

吉野　巖
（73 歳）

昭和43年
芝浦工業大学
工学部機械工学科

機械工学科
同窓会支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

とみもと　てつお

富本　哲郎
（74 歳）

昭和40年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

鳥取支部
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平成28年度　母校文化会体育強化育成事業　奨励支援金対象団体

平成28年度　課外活動指導者　功労賞

団体名      　  顧　問 　　　　　    　　功　　　　　　績

土屋　公平

首都学生軟式野球春季リーグ3位
首都学生軟式野球秋季リーグ準優勝
第37回東日本学生軟式野球選抜大会出場
第9回ディバインパシフィックカップ
　　全日本軟式野球選手権大会準優勝
　　首都リーグ準優勝、東日本大会出場、全国大会準優勝

関東学生アメリカンフットボールリーグ3部優勝、
　2部昇格（入替戦勝利）　関東リーグ3部優勝、2部昇格

埼玉県大学サッカーリーグ2部2位、1部昇格（入替戦勝利）
埼玉県大学サッカーリーグフェアプレー賞
埼玉県リーグ2部2位、1部昇格

KHK杯ロボット大会準優勝（参加100チーム）
　大会準優勝

氏　　名 　　　　　    　　功　　　　　　績

　体育会アメリカンフットボールのヘッドコーチとして、毎週日曜日のグラ
ウンドでの指導は勿論のこと、毎週土曜日のミーティングにも駆けつけて頂
いておりました。板橋コーチはヘッドコーチであると同時に、攻撃チームの
作戦責任者として実際の試合のプレー選択を担当され、関東学生アメリカン
フットボール連盟3部リーグDブロック優勝に導き、また、2部リーグの学習
院大学との入れ替え戦では、板橋コーチの攻撃プランが的中し、創部初の
2部リーグ降格に導いて頂いた一番の貢献者であります。
　社会人コーチとして、仕事が忙しいにもかかわらず、全対戦相手のプレー
分析を行われ、全ゲームプランを詳細に立て、アメリカンフットボール初心
者の学生に丁寧にかつ的確に指導することができる板橋コーチは3部リーグ
ではトップのコーチであります。ここに板橋卓也コーチを推薦させて頂きま
す。 

【体育会】
軟式野球部

有元　貴史【文化会】
S.R.D.C.

【体育会】
サッカー部

板橋　卓也
（アメリカンフットボール部）

幡野　明彦

松原　良太【体育会】
アメリカンフットボール部
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平成29年度

芝浦工業大学校友会懇親会 支部賛助一覧
本総会にあたり下記支部より賛助頂きました

北

海

道

支

部

青

森

支

部

岩

手

支

部

秋

田

支

部

宮

城

支

部

山

形

支

部

福

島

支

部

栃

木

支

部

茨

城

支

部

群

馬

支

部

埼

玉

支

部

千

葉

県

支

部

東

京

総

支

部

多

摩

支

部

神

奈

川

支

部

長

野

支

部

山

梨

支

部

石

川

支

部

福

井

支

部

岐

阜

支

部

静
岡
県
同
窓
会
支
部

愛

知

支

部

三

重

支

部

広

島

支

部

山

口

支

部

香

川

支

部

徳

島

支

部

高

知

支

部

大

分

支

部

福

岡

支

部

熊

本

支

部

佐

賀

支

部

鹿

児

島

支

部

沖

縄

支

部

英

交

会

支

部

黒

潮

会

支

部

緑

会

支

部

川

崎

市

役

所

支

部

京

三

支

部

三

芝

会

支

部

鹿

芝

会

支

部

清
水
建
設
芝
浦
会
支
部

住

芝

会

支

部

竹

中

芝

浦

会

支

部

機
械
工
学
科
同
窓
会
支
部

二
部
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

錬

心

会

支

部

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

上

海

支

部

熱
流
体
力
学
研
究
会
支
部
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北 海 道
青 森
岩 手
秋 田
宮 城
山 形
福 島
栃 木
茨 城
群 馬
埼 玉
千 葉 県
東京総支部
多 摩
神 奈 川
新 潟
長 野
山 梨
富 山
石 川
福 井
岐 阜
静岡県同窓会
愛 知
三 重
関 西
鳥 取
岡 山
島 根
広 島
山 口
香 川
徳 島
愛 媛   
高 知
大 分
福 岡
宮 崎
熊 本
佐 賀
長 崎
鹿 児 島
沖 縄
韓 国
台 湾

タ イ 王 国
上 海
シンガポール支部
MOT同窓会
機械工学科同窓会
よ ろ く 会
緑 会
英 交 会
黒 潮 会
二部ワンダーフォーゲル部OB会
錬 心 会
柔道部OB会
ギター部OB
芝浦技術士会
硬式野球部OB会
TBT（鳥人間）OB･OG同好会
ハンドボール部OB会
ソフトテニス部OB会
ヨット部OB会
スキー部OB会
熱流体力学研究会
安藤建設芝浦会
大林グループ芝浦会
奥村組芝浦会
神奈川県庁
川崎市役所
関電工芝浦会
京 三
熊谷組芝浦会
五洋建設芝浦会
三 芝 会
鹿 芝 会
清水建設芝浦会
住 芝 会
大成芝浦会
ダ イ ダ ン
大日本土木
高 砂 熱 学
竹中芝浦会
戸田建設芝浦会
飛島建設芝浦会
日比谷芝浦会
フジタ芝浦会
芝 友 会

48･土木工学科
44･土木工学科
50･建築工学科
51･ 建 築 学 科
46･建築工学科
46･土木工学科
34･建築学科
48･土木工学科
47･建築学科
52･建築工学科
51･金属工学科
41･機械工学第二学科
39･電子工学科
45･機械工学第二学科
35･電気工学科
48･土木工学科
45･建築学科
46･建築工学科
47･機械工学第二学科
49･土木工学科
45･土木工学科
57･工業経営学科
50･土木工学科
45･建築工学科
50･電子工学科
54･建築学科
40･電気工学科
45･通信工学科
45･建築学科
43･土木工学科
45･土木工学科
57･金属工学科
47･建築学科
47･建築学科
50･土木工学科
45･土木工学科
45･工業化学科
52･建築学科
41･土木工学科
48･通信工学科
61･工業化学科
43･電気工学科
56･土木工学科
19･土木工学科
63･機械工学第二学科

53･工業化学科
50･建 築 学 科
61･建築工学科
H21･工学マネジメント専攻
48･機械工学科
46･通信工学科
35･建築学科
44･電子工学科
55･機械工学科
41･電気工学科
45･建築学科
51･建築学科
53･建築学科
56･電気工学専攻
46･工業経営学科
H26･機械工学第二学科
47･工業経営学科
44･建 築 学 科
59･工業化学科
44･土木工学科
55･機械工学科
 

H3･建 築 学 科
56･土木工学科
56･土木工学科
56･建築工学科
56･電気工学科
H3･建築学科
62･建築工学科
63･建築工学科
63･建築工学科
56･建築学科
62･電気工学科
H2･建築学科
56･建築工学科
56･土木工学科
55･電気工学科
57･建築工学科
55･電気工学科

45･建築学科
H3･土木工学科
19･機械工学科

髙 野　義 昭
木 村　喜 有
遠 藤　龍 一
渡 邊　淳 悦
鎌 田　正 夫
川 越　　　進
斉    藤  　敬一郎
池 田　　　猛
増 山　　　栄
半 田　公 作
吉    池　  富士夫
金 井　昭 三
大 丸　征 史
谷 川　　　潮
安 藤　脩 二
臼 井　静 男
北 村　武 彦
渡 辺　一 郎
辻 田　恵 一
西　　　正 次
西 浦　正 三
平 井   良 樹
鈴 木　和 幸
榊 原　周 造
谷    水     佐久也
松 岡　英 治
富 本　哲 郎
沖 本　光 昭
浅 野　正 教
立 木　　　貢
河 口　英 明
田 岡　哲 也
宮 本　　　博
高 木　二 郎
吉 本　哲 生
河 野　元 勝
角　　　敬 之
尾 形   彰 史
永 田　昻 生
山 田　清 人
藤 本　博 文
濱 田   英 俊
仲 西　　　聰
金　　　範 得
江　　　文 雄

川 口　祐 司
秋 谷　直 信
長 尾　　　剛
西 河　洋 一
髙 木　光 一
小 寺　貴 士
井 家　良 明
淺 野　昌 宏
加    藤     善次郎
梅    元　 千代志
阿 部　安 行
早 川　金 光
渋 谷　雅 信
鯨 井　　　武
前 野　和 博
金 田　裕 治
井 出　恵 尉
早 川　　　昇
柴 田　真 利
山 田　敏 明
加    藤     善次郎
不 在
不 在
吉 本　竜 也
鈴 木　祥 一
藤 倉　茂 起
鈴 木  雅 久
片 山　雅 則
宮 澤　　　守
柳 沢　純 一
岩 本　　　毅
増 田　孝 弘
中 村　行 男
南 山　佳 徳
種 元　賢 弘
近 藤　　　孝
長谷川　  勝    己
竹 内　祥 貴
安 岡　千 尋
古 越　　　仁
不 在
岡 本   正 仁
佐々木 　茂    人
中 村　信 夫

校友会 支部及び支部長一覧

支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
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キリンビール株式会社 　　　　　ウィスキー
株式会社ジャパンビバレッジ東京 お茶
　

芝浦工業大学校友会総会懇親会　賛助品提供企業一覧
本総会にあたり下記企業より賛助品を提供いただきました

皆様のご厚志とご支援に深く御礼申し上げます。

平成29年度 全国総会・懇親会 実行委員会委員リスト
平成 29 年 6 月 10 日現在

実行委員の皆様には、本日の全国総会・懇親会を開催するにあたり、
4ヶ月間ご協力頂きました。心より感謝申し上げます。

実行委員長：大丸　征史 
青　木　豊　治
赤　井　和　憲
赤　坂　邦　雄
浅　田　和　浩
淺　野　昌　宏
浅　見　　　勝
新　井　　　剛
新　井　憲　法
安　齋　正　博
安　藤　脩　二
安　藤　　　毅
飯　島　敏　春
石　橋　恒　夫
泉　澤　定　雄
板　垣　真　人
市　川　　　拓
井　出　恵　尉
犬　塚　祥　二
植　松　恵　一
内　田　武　男
枝　広　英　俊
大　木　　　茂
岡　本　泰　明
岡　本　嘉　行
小　川　達　生
奥　田　耕一郎
小　貫　　　諭
小野瀬　　　等
角　野　和　明
加　藤　善次郎
金　井　昭　三
金　井　佑　樹
釜　井　重　一

苅　谷　義　治
菅　　　和　利
神　林　貞　幸
菊　地　明　彦
北　島　照一郎
木　谷　尚　弘
北　村　宣　章
國　北　圭　二
雲　然　國　幸
倉　科　嘉　仁
郡　司　卓　臣
小　島　博　光
小　平　和一朗
小　谷　　　航
斉　藤　敬一郎
斎　藤　教　男
齋　藤　秀　達
榊　原　周　造
坂　地　世　紀
佐々木　茂　人
佐　藤　　　勝
佐　野　茂　彰
澤　口　　　洋
渋　谷　雅　信
清　水　惇　至
清　水　修　司
清　水　信　夫
神　野　兼　次
進　木　正　博
筋　野　豊　司
鈴　木　　　泉
鈴　木　一　巳
鈴　木　俊　一

鈴　木　文　雄
鈴　見　健　夫
関　根　　　良
染　谷　　　清
髙　木　光　一
髙　道　秋　彦
高　橋　　　哲
高　橋　登美雄
滝　澤　厚　征
滝　下　　　勇
田　口　継　道
田　口　智　大
橘　　　昱　弘
田　中　武　志
谷　川　　　潮
辻　村　　　建
角　田　隆　二
鶴　　　浩一郎
寺　村　良　明
長　井　義　明
長　沢　栄太郎
中　根　眞　行
中　村　　　宏
中　村　行　男
野　上　宏　明
野　口　　　忍
野　口　博　文
野　末　鉄　有
野　田　　　浩
野　元　明　俊
橋　本　雅　夫
長谷川　健　嗣
長谷川　浩　志

畠　中　總一郎
濱　野　光　行
早　川　金　光
林　田　和　雄
平　井　良　樹
平　光　庄　一
福　井　幸　博
福　田　栄　寿
藤　井　忠　雄
藤　田　利　行
文　倉　辰　夫
本　間　哲　哉
前　野　和　博
増　田　純　一
増　山　　　栄
松　野　拓　也
丸　山　広　光
南　山　佳　徳
村　島　充　裕
百　瀬　和　浩
森　　　大　助
森　川　　　理
森　本　　　静
野　城　正　人
安　岡　千　尋
安　田　俊　司
山　田　サトシ
山　田　　　幸
横　山　賢　一
吉　池　富士夫
吉　野　　　巌
渡　辺　　　碩
岩　本　行　雄
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一
、
朝
日
に
輝
く

　風
と
潮

　
　雄
大
空
あ
り

　雲
は
移
る

　
　仰
げ
よ
校
旗
の

　翩
翻
た
る
を

　
　白
亜
の
殿
堂

　こ
こ
に
聳
え

　
　わ
れ
ら
が
工
学

　英
気
鐘
む

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

二
、
世
紀
に
脈
う
つ

　熱
と
理
性

　
　剛
健
矩
あ
り

　常
に
鍛
う

　
　行
へ
ほ
が
ら
に

　溌
剌
た
れ
や

　
　師
弟
の
純
情

　一
に
依
り
て

　
　磨
く
に
こ
の
技

　神
に
通
ず

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

三
、
永
遠
に
栄
ゆ
く

　意
思
と
秩
序

　
　誠
実
た
だ
あ
り

　道
は
徹
る

　
　夢
む
な
空
理
の
漠
々
た
る
を

　
　精
微
を
き
は
め
て

　事
に
即
か
ば

　
　工
学
日
本

　大
を
成
さ
ん

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

校

　
　
　歌山

田
耕
筰 

作
曲

北
原
白
秋 

作
詞

う
し
お

た
い

き
ょ
く
よ
う

あ
ま

た
か 

ね

う
ん
じ
ゃ
く

か
も
め

か
な 

め

た
く
み

や

し
ん
し
ん
こ

さ
き 

ん  

ど

う
つ
つ

め
い
じ
つ
ま
さ

い
ま
ひ
と
ゆ
め

き
ん 

か

わ
れ 

ら

つ
と

そ
な

い
だ

き
ょ
く
が
く
あ
せ
い
と
き 

う

し
ぼ

げ
ん

よ
う
よ
う
こ

う
ず
し
お

わ
こ
う
ど

れ
ん 

ま

そ
び

の
り

み
が

と

　わ

と
お

ば
く
ば
く

つ

わ
ざ

は
つ
ら
つ

い
つ

よ

あ
つ

へ
ん
ぽ
ん

荒
波
浴
び
る
芝
浦
に

そ
び
ゆ
る
工
大
わ
が
母
校

伝
統
こ
こ
に
五
十
年

文
化
の
渦
潮
導
き
て

静
穏
精
進
に
敵
は
な
し

お
お
芝
浦
エ
ン
ジ
ニ
ア

一
、
巨
鯨
潮
吹
き
鵬
の
舞
う

　大
え
い
の
水
洋
洋
乎

　
　旭
陽
う
け
て
天
そ
そ
る

　不
二
の
高
嶺
に
雪
白
く

　
　関
東
の
野
に
麦
萌
ゆ
と

　雲
雀
天
に
告
げ
ん
と
す

二
、
東
京
湾
頭
波
も
な
く

　墨
水
流
れ
鷗
浮
く

　
　都
の
枢
要
地
を
占
む
る

　工
の
業
の
学
び
校
の

　
　林
は
繁
し
い
や
栄
え

　や
が
て
花
咲
き
実
を
結
ぶ

三
、
科
学
の
世
界
工
業
の

　進
歩
や
ま
こ
と
駸
々
乎

　
　先
人
夢
に
見
し
と
こ
ろ

　今
や
現
実
に
現
ぜ
ら
れ

　
　今
人
夢
に
見
る
と
こ
ろ

　明
日
将
に
実
現
す

四
、
曲
学
阿
世
時
得
と
も

　夕
を
待
た
で
凋
み
散
る

　
　槿
花
一
朝
の
栄
え
あ
り

　真
理
に
立
て
る
学
に
し
て

　
　ま
こ
と
の
学
の
権
威
あ
り

　学
の
独
立
守
ら
で
や

五
、
世
界
文
化
に
貢
献
し

　人
類
の
平
和
招
く
べ
く

　
　太
古
バ
ビ
ロ
ン
に
夢
む
て
ふ

　バ
ベ
ル
の
塔
を
築
く
こ
そ

　
　学
徒
の
荷
う
務
め
な
れ

　我
等
の
懐
く
望
み
な
れ

六
、
キ
イ
ツ
は
い
い
ぬ
美
し
き

　も
の
こ
そ
永
遠
の
か
ん
き
な
れ

　
　趣
味
実
用
を
兼
ね
備
う

　美
の
殿
堂
を
築
く
べ
き

　
　使
命
は
重
し
わ
が
肩
に

　望
み
は
高
し
わ
が
胸
に

　

一
、
雄
図
秘
め
し
若
人
の

　
　胸
高
鳴
る
や

　い
か
に
せ
ん

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　

　
　最
後
に
取
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　
二
、
錬
磨
の
日
々
ぞ

　涙
あ
り
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芝浦工業大学  校友会
事務局  〒108-8548 東京都港区芝浦3-9-14 芝浦工業大学内
TEL:（03）5445-9634　FAX:（03）5445-9635
U R L :http://www.shibaura-koyu.jp/
E-mail:sitfriends@shibaura-koyu.jp

日時

会場

平成29年6月10日（土）午後1時

品川プリンスホテル アネックスタワー5F

芝浦工業大学校友会
全国総会懇親会

平成29年度

創立 90 周年記念


